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プログラ 評価のための生 可能 ステ デルによる事 分析 

 
田原 一郎 未来工研） 高 田大） 

 

 

 
はじめに 

本 は、Beer の「生 可能 ステ デル Viable System Model: VSM）」をもとに 者らが 発

した「プログラ 評価のための生 可能 ステ デル」を現 の 的資金プログラ を 用する公

的資金配分機関に 用し、 要とされる評価機能の観 から 構造の 性についての を行うと

ともに、 デルの を抽出することを目的としている。 
的資金とは、 3 科学 基本計画の定 に うと、「資源配分主 が く研究 発課題等を

り、 された課題の中から、 門 を の者による科学的・ 的な観 を中心とした評価

に基づいて す き課題を し、研究者等に配分する研究 発資金」であり、 的資金プログラ

はその 用・ 理の仕 である。現 、この種の資金を 策的に 充する一方、その評価のあり方

を っては「プログラ 評価」を とした大きな見 しが行 れており 1、その 的な イドライ

ンとなる を することが本研究の最 的な いである。 
 

プログラ 評価のための生 可能 ステ デル 
1）VSM と「プログラ 評価のための VSM」 
VSM は、 イバネティクスの原理を ステ に 用し、環境と ステ の多様 の 念を用い

て、 な をつくるための の デル）を しようとするものである。 が生 可

能であり続けるためには が する外部環境に する 要があり、Beer はそのための ス

テ として 5 つの基本的な要 を同定した。5 つの要 とはすな 、「 ステ 1）」、「調

ステ 2）」、「 用 理 ステ 3）」、「発展 ステ 4）」、「方 ステ 5）」である。VSM は、

これらの 5 つの要 の機能が 的 構造を していることにその特 があり、それぞれの要 の機

能間関 にこそ ステ が な環境に するための本 がある 田原・高 2011）。 
「プログラ 評価のための VSM」は、この VSM の を 用し、資金配分機関が 的資金プロ

グラ を 用・ 理する上で える き機能と機能間の関 を 範的に 定したものである。 機能

機能間関 を に 動させるためには「 化」を える情報 ステ が本 的に重要であるが、評

価はその主要な部分を担っている。「プログラ 評価のための VSM」は、それぞれの機能を担う主 が

「 知 」としての評価を通じて 要とする情報を でいるか、それらの情報を に 理できる「

果 」を 、配 しているかといった観 から、プログラ を 用する の構造上の 題 を

する。 
この デルにおける 5 つの ステ は、 のように定 づけられる。 ステ 2 5 は「 タ

ステ 」とも れ、プログラ の目的に 関 する活動を行うプロジ クト ステ 1）が

正に機能するよう する役 を担っている。また、 ステ 1 3 は「自 的 」と れ、プロ

グラ を り く外部環境の 的な 化がない場合、 定の の中で上 の意 定者の を

ことなく内的安定性や業務の最 化を 持できる。プログラ を り く外部環境の 化を え、そ

れを情報として ステ 3のプログラ 主 や としての意 定を行う ステ 5に する

役 を担うのが ステ 4 である。 ステ 5 は、 の ッ ンを 現するための手 としてプロ

グラ を 定、そのための評価・ ネジ ント ステ を構築する。 ステ 4 の情報を基に、外部環

境に するよう 要に じてプログラ の や評価・ ネジ ント ステ の見 しを行う。 
一 的な VSM との最も大きな相 は、 ステ 1 を担う プロジ クトがプログラ とは

別の に 属していることにある。また、 々のプロジ クトが他のプロジ クトに対し した関

にあり、したがって、基本的にはプロジ クト間での 的な相 用は全くないか、プログラ の

                                                   
1 研究 発評価 ステ の り方に関する ワーキンググループ『研究 発評価 ステ の充 に向

けた のとりまとめ』 24 年 8 31 日） 
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資源 内での 配分等間 的な影響にとどまっている。 
もう 1 つの大きな いは、 レ ル 0 との関 性である。これは デルの本 的な相 というよ

り、対象とするセクターの性 に 因するものであるが、プログラ を する公的資金配分機関には

庁等の 策 機関が上 として し、法的に機関の自 性を している。この自 性の

は 等によって異なるが、 間セクターにおける の生 可能性が 場 カ の で え

られるのに対し、公的セクターにおけるそれは法 の 定や 的な状 の 化といった 的な環境

に される。 
 

1 VSMとプログラ 評価のためのVSMとの 2 
 ステ  VSM プログラ 評価のための VSM 

 

自

的

 
ステ 1） 

の目的に 関 する活動を 。 意

の の 要 に分 され、それぞれ外部の

環境と 自の関 性を保持。 

プログラ の目的 の 献が される

意の のプロジ クトで構 。 査を

て 定。 プロジ クトの 者はプログラ

と した に 属。 

タ

ステ

 

調  
ステ 2） 

ステ 1 が 全 の一部として機能し

つつ最大 の自 性を確保できるよう、 ス

テ 1 間の調 を る機能。 ステ 1 の

要 が の目的に対し一 的に機能す

るための や から 、 す き法

的要件も り 。 

されたプロジ クトの自 性を最大

確保しつつ、プログラ の目的と プロジ

クトの活動との間に が生じないよう調

活動を 。そのための や 等を

用。 

用 理 
ステ 3） 

行中の業務に全 的な を持つ。 ステ

2 が発 した や が されてい

るかを「 査」する機能 ステ 3*）を

し、 ステ 1 の と 事や 務な

どの ー ス・ ネジ ントを 。 ステ

1 の 要 との間でター ットと 要資

源の合意 を行う に、「資源を る 」

を 、その は基本的に ステ 2 と 3*
を通じ間 的に 。 

定の 査手続きに基づきプロジ ク

トを 定、 プロジ クトとの間で 要

等の を行う。 は ステ 2 の発

した や が されているかを「

査」機能を通じて 、 要に じて プロ

ジ クトに 。 
 

 発展 
ステ 4） 

の環境全 に る重要な情報を え、そ

れを 要に じて ステ 3 や 全 の

方向性に を する ステ 5 に 。事

業の指 室となる き機能。 

プログラ が対象とする 題 域の全 に

る重要情報を え、 要に じて ステ

3 や ステ 5 に 。 

方  
ステ 5） 

事業全 の方向性について を負う。自

的 を代 する ステ 3 と 来志向で

外向的に環境とつながる ステ 4 との間

のバランスに配慮し、 が内部の安定によ

る を 持しながら、 要に じて外部環

境に するよう意 定を行う。 

プログラ 全 の方向性について を負

う。 の ッ ンを 現するための手

としてプログラ を 定、プログラ 目的に

合的なプロジ クトが 定されるよう

査 ステ や ネジ ント ステ を

構築。主要な役 はプログラ 関与者と外部

の要 を させることであり、 ステ 4
からの情報を基に、プログラ の や評

価・ ネジ ント ステ の見 しを行う。 
 

2） ステ と評価 
上で定 した「 タ ステ 」としての ステ 2 5 のそれぞれについて、機能を 正に発 す

るために められる情報との関 で、評価の機能を 理する。 
まず、プログラ の 計 においては、 ステ 5 がプログラ を通じて 的にどのような価

を生 出そうとするのかの方 を定め、目的や目 を明確化し、プログラ の に 要な資源や 、

、手続き等を 定する。プログラ の目的や目 は、 の ッ ンや 外からの要 をもと

に範 が り まれるが、その 化にあたっては調査・分析等の結果から得られるエ デンスに基づ

く 要がある。その役 を担うのが ステ 4 である。 されたプログラ は、プログラ として

の事 評価プロセスにかけられ、それを まえて最 的な 定が行 れる。プログラ の構 要件を

す である ROAMEF に基づくと、プログラ を に 用する の において、 プログラ

                                                   
2 VSM の については、Jackson 2003, ・中 2007 を参 。 
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く 要がある。その役 を担うのが ステ 4 である。 されたプログラ は、プログラ として

の事 評価プロセスにかけられ、それを まえて最 的な 定が行 れる。プログラ の構 要件を

す である ROAMEF に基づくと、プログラ を に 用する の において、 プログラ

                                                   
2 VSM の については、Jackson 2003, ・中 2007 を参 。 

定の理 ・ づけの明確化(Rationale）、 可能な目 の 定(Objectives）、プロジ クトに対

する 事 評価(Appraisal）、 タリング(Monitoring）、 事 評価(Evaluation）の方法や 等、

プロジ クトの評価結果等からのプログラ の ィードバック(Feedback）といった一連の仕

が な で構築されていなけれ ならず、事 評価においてはこうした観 から を行うことが望

まれる。 
プログラ の 用 においては、事 に定められたプロジ クトの事 評価 査）手続きに

ってプロジ クトの を 定する。 定 には、 ステ 3*の「 査」が行うプロジ クトの

中間評価の結果に基づき、プロジ クトの を 告する。 要に じて、プロジ クトの研究計

画や資源配分の見 しなど 的な を行う。プロジ クトの 時には「 査」が事 評価を行い、

上 の ステ である ステ 5 に対して 明 を全うする。これらの一連のプロセスに を

負うのが ステ 3 である。なお、プロジ クトの中間評価 では、 ステ 2 による調 活動や

がプロジ クトを するものとして に機能しているかを「 査」がチ ックを行うとともに、

プログラ の中間評価時において、 要に じて 等の見 し・ を行う。また、外部環境の

化を える機能を持つ ステ 4 は ステ 3 や 5 に対して 情報 を行い、 を受けた は

要な を じる。 
プログラ の においては、プログラ が目指す価 が 現できたかのパ ー ンスを

し、得られた を新 プログラ の 計や プログラ の 用 に活用する か、新たなプログ

ラ の 定や の では対 できない課題があれ 、対策手 を持つ主 に対しての働きかけを行う。

これらの活動のためにエ デンスを生 するのは ステ 4 であり、活動に を持つのは ステ 5
である。特に研究 発の場合、プロジ クトの研究 発 果などプログラ として生 出した 価

アウトプット）がアウトカ につながるまでに通 多 のプロセスを る 要があり、 に じ

て 果の受け手 カスタ ー）も多様である。したがって、プロジ クト 者やプログラ 者に

とってコントロール 能な も多く、アウトカ を 現するためには他の 策手 を持つ主 の活動

によって したり、上 による環境の を したりする 要がある。なお、 プロジ クト

の 年 過した時 において行う 調査やそれに基づく評価も、基本的には同じ目的のために

されるものである。 
上の評価の機能は相 に に関連しており、 内外の意 定 ステ との関 性を め、一

的に機能する評価 ステ として構築される 要がある。 
 

事 分析 
1）分析対象 
ここでは、知的価 の 出を 的な目的とする科学研究費 金のようなプログラ ではなく、よ

り な社会的価 の 現を目指すプログラ その 機関を事 としてとりあ 、「プログラ

評価のための VSM」を 用する。 的には、 ）科学 機構社会 研究 発センター

、RISTEX）が する「 的 造研究 事業 社会 研究 発）」を対象に分析を行った。な

お、「 的 造研究 事業 社会 研究 発）」として、2012 年 9 現 で 5 域・3 プログラ

が 用されているが 、いずれもプログラ と ）、これらに 通して『 的 造研究 事

業 社会 研究 発）に る課題評価の方法等に関する 、「 」）』 24 年 3 30 日 正）

が 用されており、ここではこの内容を中心的な の対象とした。なお、す ての評価における事務

は RISTEX の 画 室である。 
 

2） 結果 
プログラ の 計 における評価 
RISTEX 内スタッ が文献調査や外部の 識者・ 関 者 の アリング、ワーク ップなどを

まえてプログラ の を行い、 識者により構 される「社会 研究 発主 会 」

会）による事 評価を て 定される。その 、プログラ の 者である 域 の 定も行

う。「 」によれ 、プログラ の における事 評価の結果を「 の事業 の に資す

る」ために用いるとされているが、いずれもが時 プログラ であり、プログラ が対象とする社会

的 題は新 プログラ には基本的に き がれない。この事 評価を行うのは一 的には研究 発

域 とに される「 域評価 会」であり、その 「 会」による 2 評価が行 れる。 
これらの仕 を VSM に基づいて すると の通りである。まず、「社会 研究 発主 会 」
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が研究 発 域 プログラ ）の 定およ について する「評価者」という づけであるが、

特に に関して、中間・事 評価において「 査」機能を担う「 域評価 会」との関 が「 」

において明 的に定められていない。また、事 評価 においては評価事務 である 画 室が

ステ 4を担う一方で被評価者でもあるという構造になっており、意 定の 構造が 明確である。 
プロジ クトは、 のように、研究 発を すると同時に、プロジ クトが生 するプロトタ

イプを現 の社会 、定 させることに を持っている。 ネジ ントグループ MG）はその

を行うが、プログラ が対象とする 題 域全 に る情報を することはなく、プロジ クト

に 的な タな 題を認識することができない。つまり、 ステ 1 が自ら持つリ ースを える

的な 題に を持たなけれ ならない ステ になっている。 ステ 2 はその調 機能を通じて

ステ 1 の を行うが、 ステ 4 の発展機能が いために、プログラ が する環境全 につ

いての情報を できない。そのため、 ステ 1 の を通じて得られた 的 の 上の情

報は得られず、プログラ としての生 可能性は、 ステ 1 の活動に する となっている。この

ことは、 ステ 1 の過 な を してしまう可能性を している。 
 
 

実
プ ジ クト1A

実
プ ジ クト1B

実
プ ジ クト1C

A B C

的環境

プ ラ が と る問題 の環境

MG
調
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RISTEX におけるプロジ クトの評価は、1）プログラ 目的に最もよく 献すると れる 者

からの を し、 においては 2）プロジ クトを に く く を行い、研究 発

に 3）プロジ クトの 果についての 的な価 づけを行う一連のプロセスである。 
このプロセスのう 1）の評価は、外部 識者である「 域 」が「 域 」 「 域アドバ

イザー」の を得て行うとされている。 査については、研究 発の内容、 、計画の 現可

能性の観 から、書 査 それを通過した に対する 査の2 で合 により行 れる。

特に評 化は行っておらず、 識者の知見に する になっている。したがって、 に る 考の

過 が明 化されず、 査の 性を するものは事 的な結果の に るしかない。 
 は、 プロジ クトに対し、MG が調 的な を する。プログラ に 通して行

れている り としては、 ローを中心とした MG ンバーによる イト ジットや 域全 会
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が研究 発 域 プログラ ）の 定およ について する「評価者」という づけであるが、

特に に関して、中間・事 評価において「 査」機能を担う「 域評価 会」との関 が「 」

において明 的に定められていない。また、事 評価 においては評価事務 である 画 室が

ステ 4を担う一方で被評価者でもあるという構造になっており、意 定の 構造が 明確である。 
プロジ クトは、 のように、研究 発を すると同時に、プロジ クトが生 するプロトタ

イプを現 の社会 、定 させることに を持っている。 ネジ ントグループ MG）はその

を行うが、プログラ が対象とする 題 域全 に る情報を することはなく、プロジ クト

に 的な タな 題を認識することができない。つまり、 ステ 1 が自ら持つリ ースを える

的な 題に を持たなけれ ならない ステ になっている。 ステ 2 はその調 機能を通じて

ステ 1 の を行うが、 ステ 4 の発展機能が いために、プログラ が する環境全 につ

いての情報を できない。そのため、 ステ 1 の を通じて得られた 的 の 上の情

報は得られず、プログラ としての生 可能性は、 ステ 1 の活動に する となっている。この

ことは、 ステ 1 の過 な を してしまう可能性を している。 
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RISTEX におけるプロジ クトの評価は、1）プログラ 目的に最もよく 献すると れる 者

からの を し、 においては 2）プロジ クトを に く く を行い、研究 発

に 3）プロジ クトの 果についての 的な価 づけを行う一連のプロセスである。 
このプロセスのう 1）の評価は、外部 識者である「 域 」が「 域 」 「 域アドバ

イザー」の を得て行うとされている。 査については、研究 発の内容、 、計画の 現可

能性の観 から、書 査 それを通過した に対する 査の2 で合 により行 れる。

特に評 化は行っておらず、 識者の知見に する になっている。したがって、 に る 考の

過 が明 化されず、 査の 性を するものは事 的な結果の に るしかない。 
 は、 プロジ クトに対し、MG が調 的な を する。プログラ に 通して行

れている り としては、 ローを中心とした MG ンバーによる イト ジットや 域全 会

と れるプログラ 関 者を 的に集めた合 の会合がある。また、「 域評価 会」が

中間評価を することとなっている。その 、評価項目となるのは「研究 発の 状 と の

見 」、「研究 発 果の現状と の見 」、「その他」である。これは、プログラ の目的と プロジ

クトの活動との間に がないという での評価であり、これは、 するように、日 的な調 活動の重要性を

している。 
RISTEX のプログラ は、科学的価 の 出を目指す通 の研究 発プログラ とは異なり、社会的

題 に向けた 果の社会 を プロジ クトに めており、特 の 性がある。 性の 一

は、研究 発の 者 に 因するものである。通 研究者は、RISTEX の める研究と の 者を

するような活動を行っている けではない。研究者はこれまで 験したことのないプロジ クト・

ネジ ントを められることになり、その が かせない。より 定であるのは、 で

す ての要件を した を することは である かりでなく、 である場合が多いとい

うことである。 の 現可能性を に めることは研究 発 者の持つ資源にす てをゆだ る

ことになり、 的に大きなインパクトをもたらしうる を しか ない。 プロジ クトには目

に向けて学 しながら研究 発を めることが められるため、MG としてはその学 を行

うことが重要になる。 
こうした 学 を行う上では、 のような 性がある。通 の とは異なり、「

」を担う プロジ クト ステ 1）が、 外のアクターによって担 れることである。つまり、

ステ 1 内の構 を ステ 1 自 が定 するなど 構造が可 的であり、 の行 にはおの

ずと がある。MG による プロジ クト の が 調に る場合、プロジ クトの りを

行ったり、 等のリ ースを するなど 的な をとることもあるが、プログラ によってそ

の方 にはバラ キがある。こうした方 の いは明確な に基づくものではなく、 プログラ を

する MG の に られている。 
者である「 域評価 会」によって行 れる プロジ クトに対する事 評価は、 関 者の

で 果の価 を同定し、 明 を果たすために行 れている。すな 、1） 2）における評

価が 的評価であるのに対し、査定的な が く性 の異なるものである。ただし、研究 発の

で MG が しており、その意 ではプロジ クトに対し 時プログラ からの評価

が行 れているともいえる。したがって、この種の事 評価においてはプロジ クトに対する の

性とあ せて評価が行 れる 要がある。 
上を VSM の観 で すると、 の通りである。まず、 ステ 3 は、 ステ 1 の の中か

ら、プログラ の目的に最もよく 献すると れるものを 定する。ただし、 ステ 1 内の構 を

ステ 1 自 が定 するなど 構造が可 的であり、同一の 査基 で を行っても、事 の

でプログラ が する機能を十分に果たし得るか 確 性が高い。そのため、 ステ 2 は、 ス

テ 1 の 要 を観察し、それらが十全に機能を果たせるよう 的に を行う。 ステ 2 による

ステ 1 の が 調に る場合、 ステ 1 の活動を したり、 ステ 1 のリ ースを

するなど 的な をとることもあるが、プログラ によってその方 にはバラ キがある。また、

ステ 2 の活動を ステ 1 が 的と感じるか 的と感じるかも、 ステ 2 を担う担 者の

に する ステ となっている。 
 プログラ に対する中間・事 評価では、 プロジ クトに対する評価や調 活動の 性を めて

評価を行う 要があり、本来、被評価者である ステ 3 よりも上 の ステ が評価を担う きであ

るが、 ステ 3 の一部として「 査」を担う「 域評価 会」が評価を行っており、機能 が未

発 という 題がある。また、プロジ クト間の調 を担う ステ 2 と、プログラ の に を

持 、 ステ 2 による活動の を担う ステ 3 が未分化であるため、 ステ 2 3 の機能に

対する評価が十分に行えず、 ステ 1 に を 属させる構造となっている。つまり、プログラ 内

における ングルループ学 のための明 的な機能がなく、MG内の づきの範 内にとどまっている。 
 

結 にかえて 
 上、VSM をもとに 者らが 発した「プログラ 評価のための VSM」を、現 の 的資金プロ

グラ を 用する公的資金配分機関に 用し、 要とされる評価機能の観 から 構造の 性につ

いての を行った。これらを通じ、この デルが 範的な観 から評価 ステ とそれを う 構

造上の 題 を明確にし、望ましいプログラ 計と の り方を考える上での な ールとなり

うる可能性が された。 
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は、タイプの異なる のプログラ に対してこの デルを 用し、さらなる デルの

を行いたい。「プログラ 評価のための VSM」は 構造に 目した 的 デルであり、 を担

うアクターの 学 と 学 の カ に 目した動的 デルとの 合も の研究課題であ

る。 
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